
 
 

漢
方 

～
中
国
３
千
年
の
歴
史
～ 

 

●
西
洋
医
学
と
漢
方 

西
洋
医
学
の
進
歩
は
目
覚
し
く
、

抗
生
物
質
に
よ
り
「
死
の
病
」
で

あ
っ
た
結
核
は
制
圧
さ
れ
、
平
均

寿
命
は
飛
躍
的
に
延
び
ま
し
た
。

一
方
、
西
洋
医
学
で
は
治
療
の
難

し
い
病
気
の
あ
る
こ
と
も
確
か
で

す
。 

 

古
く
東
洋
で
は
、
生
活
の
知
恵

と
し
て
、
植
物
、
動
物
、
鉱
物
を

乾
燥
や
粉
砕
し
て
薬
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
科

学
的
に
体
系
化
し
た
の
が
漢
方

（
和
漢
診
療
学
）
で
す
。 

 

●
西
洋
医
学
の
特
徴 

西
洋
医
学
は
病
気
の
原
因
（
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
を
突
き
と

め
、
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
が
治

療
の
根
本
原
則
で
す
。
心
と
体
を

切
り
離
し
、
物
質
面
を
重
視
し
、

内
臓
を
部
品
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。 

 

●
漢
方
の
特
徴 

心
と
体
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る

（
心
身
一
如
）
と
考
え
ま
す
。
体

の
狂
っ
た
バ
ラ
ン
ス
を
元
に
戻
す

こ
と
が
治
療
の
基
本
で
す
。
人
間

の
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
を
高

め
ま
す
。 

 

●
漢
方
の
得
意
分
野 

次
の
よ
う
な
場
合
に
漢
方
薬
が

有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・ 

原
因
の
分
か
ら
な
い
病
気 

・ 

体
質
的
な
病
気 

・ 

原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
難

し
い
病
気 

・ 

副
作
用
な
ど
で
現
代
医
学
の

治
療
が
で
き
な
い
場
合 

・ 

心
と
体
の
異
常
が
混
じ
っ
て

い
る
病
態 

 

●
「
気
」「
血け

つ

」「
水す

い

」 

 
漢
方
で
は
体
は
気
、
血
、
水
の

３
要
素
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
。 

 

気
と
は
「
元
気
」
の
気
、
「
気
力
」

の
気
で
あ
り
、
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
「
血
」
と
「
水
」
は
兄
弟

の
よ
う
な
も
の
で
、
体
に
栄
養
を

与
え
て
い
る
液
体
で
す
。
赤
い
色

を
し
た
の
も
の
が
「
血
」
で
、
無

色
の
液
体
が
「
水
」
で
す
。 

 

●
気
の
異
常
と
は 

 

気
は
生
命
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、

漢
方
で
最
も
大
切
な
も
の
が
気
の

概
念
で
す
。
気
の
異
常
に
は
３
つ

あ
り
ま
す
。 

●
「
気
虚

き

き

ょ

」 

気
が
不
足
し
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
そ
の
原
因
に
２
つ
あ
り
、

気
の
産
生
が
低
下
し
て
い
る
場
合

と
、
気
の
消
費
が
多
い
場
合
と
に

分
か
れ
ま
す
。
気
虚
の
症
状
に
は
、

体
が
だ
る
い
、
気
力
が
な
い
、
疲

れ
や
す
い
、
日
中
の
眠
気
、
食
欲

不
振
、
風
邪
を
引
き
や
す
い
、
物

事
に
驚
き
や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

 

●
「
気
う
つ
」 

 

生
命
の
根
元
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
気
が
う
ま
く
循
環
せ
ず
、
停

滞
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
気
う

つ
の
症
状
に
は
、
う
つ
傾
向
、
の

ど
の
つ
か
え
感
、
胸
の
つ
ま
っ
た

感
じ
、
お
腹
が
は
っ
た
感
じ
、
朝

起
き
に
く
く
調
子
が
出
な
い
、
頭

の
重
い
感
じ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
「
気
逆
」 

 

気
が
逆
流
し
た
状
態
で
す
。
エ

ン
ト
ツ
が
つ
ま
っ
て
、
煙
が
家
の

中
に
逆
流
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
す
。
気
逆
の
症
状
に
は
、
冷
え

の
ぼ
せ
（
足
は
冷
え
る
）、
動
悸
発

作
、
顔
が
赤
い
（
足
の
冷
え
は
な

い
）、
咳
、
嘔
吐
、
発
作
性
の
頭
痛
、

腹
痛
発
作
、
焦
燥
感
な
ど
が
あ
り

ま
す
。 

 

●
血
の
異
常 

血
の
異
常
に
は
「
血
虚

け
っ
き
ょ

」
（
血
が

不
足
し
た
状
態
）
と
「
お
血け

つ

」
（
血

の
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
状
態
）
が

あ
り
ま
す
。
血
虚
の
症
状
は
、
目

の
疲
労
、
皮
膚
の
乾
燥
、
こ
む
ら

が
え
り
、
顔
色
が
悪
い
、
め
ま
い
、

髪
が
抜
け
る
、
集
中
力
低
下
、
不

眠
、
月
経
不
順
な
ど
で
す
。 

お
血
の
症
状
に
は
、
目
の
周
り

の
色
素
沈
着
、
歯
ぐ
き
の
黒
ず
み
、

口
唇
や
舌
の
色
が
悪
い
、
痔
、
月

経
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
水
の
異
常 

水
が
体
の
一
部
に
停
滞
し
た
状

態
を
「
水
滞
」
と
い
い
ま
す
。
症

状
は
、
体
の
む
く
み
、
体
の
重
い

感
じ
、
拍
動
性
の
頭
痛
、
め
ま
い
、

立
ち
く
ら
み
、
車
酔
い
、
鼻
汁
、

唾
液
が
多
い
、
下
痢
、
悪
心
、
嘔

吐
な
ど
で
す
。 

 

●
二
刀
流 

 

当
院
皮
膚
科
で
は
現
代
医
学
に

加
え
、
漢
方
薬
に
よ
る
治
療
を
取

り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
漢
方
薬
を

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 
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